
令和５年度 主催事業 

７月１５日（土）～１６日（日）に、ボランティア養成講座を開催しました。今年も近隣の高校生が参加してくれました。幡

多青少年の家での自然体験活動に触れ、ボランティア活動の意義を学びながら、「泊まってドキドキ！遊んでワクワ

ク！」、「ちびっ子夏の大冒険！」の主催事業へ向けて、ボランティアの役割を体験を通して考えていきます。 

参加者は真剣にボランティアとしての役割を考えながら活動してくれました。その様子を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



野外活動場へ移動して野外炊飯を体験します。自分達のカレーを作るだけではなく子どもたちが活動する上での注意

点を考えながら活動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できあがり～ 



 活動の後はグループワークで振り返りです。ボランティアの役割を「楽しむ」「安全」「運営」の３つの視点から振り返りま

す。子どもの視点に立って職員が気づかない意見もたくさん出て、私たちも勉強になりました！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝６：３０起床！！海を望む幡多青少年の家の中でも一番の絶景の芝生で朝のつどいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２日目のメインの活動はシーカヤックです。主催事業「ちびっ子夏の大冒険！」に向けてのトレーニングも兼ねて活動し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

今回は普段行かない岩礁までバデ

ィと力を合わせて行きました。楽

しみながらも参加者が安全に活動

を楽しむために自分達がどうすれ

ばいいかを考えながら活動できま

した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 カヤックの活動後もグループワークで振り返りを行いました。グループの気づきをみんなに発表してシェアします。さす

が高校生ボランティア。大事なことにしっかり気がついていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 最後は２日間の振り返りです。それぞれが感想を書き、代表者に発表してもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度もすばらしい高校生に参加してもらい、充実したボランティア養成講座を開催することができました。どの生徒も

本当に真剣に活動に取り組んでくれました。幡多郡の高校生の力をとても感じました。今回の研修で学んだことをもとに、

地域のボランティア活動はもとより、様々なボランティア活動に関心を持ってもらえるとうれしいです♪ 

～～～参加した高校生の振り返り～～～   

 

 

 

 

 

 

研修を通して、小学２～３年生と活動する時、気をつけたらいいこと

や、注意しておかないといけないことなど分かった。８月のボランティ

ア活動で今回学んだ沢山のことを行かし、小学生のみんなが仲良く

楽しめたらいいなと思った。もし、小学生が危ないことや、まだできて

いないことがあった時には、怒るのでは無く、どこがいけなかったの

かなど分かるように注意してあげたい。【大方高校生徒より】 

今回の研修を通して、他校・他学年の生徒と多く交流を深めること

ができました。初めて会う人と一泊二日の研修をすることは不安だっ

たけど、カレー作りやシーカヤックなど活動をしていくうちに本当に話

せるようになってきました。それに参加者全員がボランティアとしてし

っかり自覚のある行動をして、事業をより良いものにしていこうとす

る姿勢がとても良かったです。今度のボランティア本番では今回学

んだボランティアとしての意義や姿勢を大事にしていきたいです。

【幡多農業高校生徒より】 

今回の研修を通して僕がみにつけた力は、周りを見る力です。自

分のやる事が終わって何もしないより、周りの助けに回った方が運

営がしやすいし、みんなで協力することができるので交流もできると

思いました。他にも、進行具合やお客さん達の体調など、周りを見て

いないと気づかないことがたくさんあるので、ボランティアにおいて周

りを見る力は必要なんだと思います。これだけじゃなく、料理の手順

や安全面について、シーカヤックの乗り方や注意事項などたくさん

のことを学ぶことができたので、これらのことを主催事業のボランテ

ィア活動で存分に発揮したいと思います。【中村高校生徒より】 

私たちが理解できたことでも、子ども達は理解しにくいのかもしれ

ないこと、だからどのように分かりやすく説明するのか、またどのよう

なことが危険なのか考えられた。（例：カレーの野菜の切り方⇒写真

などで説明。大きなオールを持っておくのはしんどい⇒足に置いて

おく。など）自分が体験して楽しかったことや、難しかったところ、気

にするべきだと思うところを感じられたことで、子ども達によりよく楽

しんでもらえる行動が考えられた。大切なのは主役は子ども達だと

いうこと、目線は子ども達と一緒に、少し手をそえてあげるだけとい

うのを意識して本番もがんばりたい。【幡多農業高校生徒より】 


